


地域ふくし発 見
飯能市内の地域福祉に関する素敵な活動や取組みを

ふくしの森ステーションのCSW（コミュニティソーシャル

ワーカー）が取材・発信していきます。

！

赤い羽根共同募金は、誰もが住み慣れた地域で安心し
て暮らすことができるよう、高齢者や障がい者、こども
たちに向けたさまざまな活動を支える「じぶんの町を良
くするしくみ。」として取り組まれています。
社会福祉法において、「地域福祉の推進を図るため」

と規定され、毎年、厚生労働大臣の告示によって、全国
一斉に取り組まれます。
皆さまからお預かりした募金は飯能市内における福祉

活動の推進のための財源として大切に活用させていただ
いています。

【今回のトピック】

身近な地域の居場所づくりに

小中学生に向けた福祉教育の取り組みに

皆さまからご協力いただいた募金は、約５０％を飯能市内
での地域福祉の推進のための活動に活用させていただくほか、
残りの約５０％は県内の活動に活用しています。
また、募金の３％は災害時のボランティア活動のための準

備金として積み立てられており、もしも飯能市で大きな災害
が起きた場合は、全国から応援が届く仕組みになっています。

赤い羽根共同募金について
（飯能市社会福祉協議会ホームページ）

今年度は、市内小中学校８校の福祉教育の
取り組みに活用されています。

被災地でのボランティア活動に

今年度は、ふれあいいきいきサロン17団体、
地域福祉推進組織7団体の活動に活用されています。

能登半島地震で被災した、
石川県、富山県に全国の都道
府県共同募金会から約３億３
千万円が拠出されました。

そのほかに、見守り活動
の推進やひとり親家庭の支
援、フードバンク事業、広
報費などに活用されていま
す。

募金の使い道について
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